






An Attempt to Relate the Gross 
Intensi ty of a Compound Odor 
to the Total Concentration of Ingredients 
(xm) -Calculation of the Odor Concentration 
Isamu SANO， Kimihiko OHYA， 
Hiroshi OHTA， Isamu TSUBOI and Aichi SANO 
Being informed of th巴 materialconcentrations of the co田ponentsof a compound 
odor， we have calculated its odor concentration; Eq. (3)in text was applied to the cases 
where the odor-carrying bags are in themselves perfectly odorless and Eq. (5) to those 
where the bags are indistinctly odorous. The results of calculation are shown in Tables 
1、5，together with the observed ones. 
The samples of odor were obtained， periodically， at several sites outside a kraft 
-paper mill in recent few years and further， were gathered from the odor control 
systems of a night-soil treatment ωorks and a sewage disposal plant under their 
effi.ciency tests; the co皿ponents measured were hydrogen sul.fide， methyl mercaptane， 
dimethyl sulfide and dimethyl disulfide， and， in additition， ammonia. The odor 
concentration was determined by a triangle test， whereby an odor-carrying bag shall be 
olfactorily discri皿inatedfrom the other two odor-not噌carrying0日巴s.
It is se巴nfrom the tables that there is a good agree皿entbetween the calculated 
and observed values of odor concentration， if calculation has been made by utilizing Eq. 
(5) with a parameter， j， ranging from 0.1 to 2.0; the finding might permjt us to arriVD 
ilt the conclusion that， notwithstanding a pre-treatment such as air-ωash of the bag by 
odor-free air，it is almost impossible to turn an odorous bag to an odorless one. 
阿entionwas added of (1) the broadness in the odor inte口sityobserved olfactorily 



























I=1:r;k;ln C + 1:r;K‘ ???
0=εr;k;ln C/n + 1:r‘K; 、 、??，???
n=C' exp (1:r;K;/1:r;k;) (3) 
1 :混合臭の臭気強度
C ::εC i' 混合臭の物質濃度 (C;:成分臭
iの物質濃度)
r; :成分臭jの濃度分率 (C，/C) ， 




















































ム=2:r，k，l口 C/n+2:r，K， (4) 
従って




























0.269， O. 375及びO. 173と算出され、
又k，及びK主は下の如く削Z
穆透性指数 (k，)及び基準強度 (K，) 
物質 硫化水素 メチlレメ/レカプタ
2.303 k ， 。.9502 1. 2525 
K 1.2873 2.2320 
硫化メチル 二硫化メチル
0.7843 0.9849 
1. 7105 1.5496 
ン
と与えられているので式 (3)から n=641 (0 
* 6 この場合にはoE R (odor emission rat巴)を指し、 臭気濃度 (ou) x ガス排
出速度(m'Is巴c) の如く表わされる G





牢 9 近似的(袋の臭気を無視のため)。 詳細については附記を参照のこと
京 10 筆者による、仮りの呼び名で、容器(臭気の採取 e 保存・測定のためのガラス瓶、
プラスチック袋など)に固有の臭気の臭気強度を意味し、実際上、 1 (6点スケー
ル)を下回る場合が殆ど。
涼 11 例えば、文献 1)の他、佐野 棟、大矢公彦、鶴泉彰恵、坪井 勇、佐野愛知:に
おいの強度と濃度の聞の相関に関する考察(第12報)一一一臭気捕集 e 貯蔵用容器の
臭気強度(2)、愛工大研報、 No.21 (1986)， 37~42 
36 愛知工業大学研究報告，第26号B，平成3年， Vol. 26-B，同ar.1991
表1 製紙工場周辺環境の臭気特性値
物 質 議 度 (p p b) 
調査地点 硫化 メチ/レ 硫化 二硫化
水素 メlレカプタン メチjレ メチル
0，4 
工場敷地






物 質 濃 度 (p p b) 
調査地点 硫化 メチル 硫化 二硫化
水素 メルカプタン メチjレ メチjレ
(1) 0.4 
工場敷地





外(風下) 0.8 0，5 1.7 (ND) 
1.0krn 。.5
表3 製紙工場周辺環境の臭気特性値
物 質 濃 度 (p p b) 
調査地点 硫化 メチル 硫化 二硫化
水素 メ/レカフ。タン メチlレ メチル
工場敷地
外(風下) 1.9 2.8 3.9 1.8 
0.4凶1
(昭和62，7，23)
臭気濃度 ( 0 u) 
JにL3 き日圭t 測定 計算
537 (0，0) 




6.6 3 8 (1.0) 
30 (1図1)
(目白手日62，2.1)
臭気濃度 ( 0 u) 
合計 測定 計算
138 (0.0) 
2.2 20 (0.8) 
1 2 (1.0) 
21 
153 (0.0) 
2.7 22 (0.8) 
14 (1.0) 
216 (0.0) 




3.5 24 (0.9) 
1 9 (1.0) 
(平成し 7.18) 
臭気濃度 ( 0 u) 
メE弘1 幸gt 測定 計算
641 (0.0) 




(平成1，4， 25~8 ， 16) 
測定 物 質 濃 度 (p p m) 臭気濃度 (0U) 
番号 アンモ 硫化 メチlレメ 硫化 二硫化 メ仁L3雪ロt 測定 計算(ム)
ニア 水素 bレカプタン メチル メチjレ
17，8与 X104 (0.0) 
1 42 85 5.5 4.5 0.22 137.22 3.10X104 
2.5喧 xW(1.0)
34.55 X104(0.0) 
2 40 110 7.5 4，3 。，33 162，13 3.10X104 
4.57 X 104 (1.0) 
11.4. X 105 (0.0) 
3 33 180 7.7 4.0 0.50 225.20 5.50 X 105 
6.00 X 105 (0.3) 
24.8u X 105 (0旬。)
4 38 290 11. 7 4.5 0.15 344.35 7，30 X 105 
8.21X105(0.5) 
表5 下水理場脱臭装置関係の臭気特性値
(平成1，1. 23~ 1. 26)
測定 物 質 議 度 (p p m) 臭気濃度 (0U) 
番号 アンモ 硫化 メチlレメ 硫化 二硫化 iロ'-号ロヰi 測定 計算(ム)
ニア 水素 レレカプタン メチlレ メチル
188.2; X 102 (0.0) 
1 0.70 0.15 2.2 0.025 0.015 3.090 5.40 X 102 
6.22 X 102 (2.0) 
40.76 X 102 (0.0) 
2 。.27 0.46 0.36 0.019 0，033 1.142 5.40 X 102 
6，lzX102(LO) 
39.94 X lO' (0.0) 
3 0，17 0，50 0.20 0，011 0.0060 0.8870 3.0u X 102 L一一一一一一ー 一ー一一一一一一一ー
2. 01 X 102 (L 5) 
1.47 X 103 (0.0) 
4 0，25 0.21 0.23 0.028 。.064 0.782 1. 30 X 103 
1. 22 X 103 (0.1) 
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u)と求められ、又式 (5)に対しム==1. 0或は
1. 1と霞いて計算すると口 =60或は48 (0 u 
)が得られるが、ム==1. 0のときの計算値が測定
値と一致することが見られる。表lの場合にはこ硫





















自習62.7 1.1 表 1 
63.2 0.8 表 2 











穆透性指数(k， )及び基準強度 (K，) 
物質 | 硫化水素 |メチルメルカプタン
-←一一一一一一一一一十一一一一一一一一一
2.303 k0.9502L 2525 
Kι1379 5.9895 






















の観点に立っと容器定数は臭気強度O. 1~2. 0 
の間に分布し、袋閲有の臭気の影響が多分に出てい
る場合もあることが窺われるね 5。
京 12 臭気強度を 6点スケールにより、又物質濃度を pp b単位で表わした場合のもので
ある。詳しくは、悪臭公害研究会:悪臭と官能試験(1980 ， 3) 、重田芳広、表 19~
21 (p.153~155) を参照のこと





物 質 濃 度 p p m ) 
調査日 アンモ 硫化 メチル 硫化 二硫化 トリメチル
ニア 水素 メノレカプタン メチル メチル アミン
平205017 305 0.021 0.008 0.017 0.002 NDH 
2.8. 8 0.2 。.15 0.14 0.071 0.026 ND口







1=2.: (r，k，十 r，' k，') 'ln (C+c') 
+玄 (r，K，+r，' K，')， 
2.: (r， + r " ) =1 (6) 
c 玄 c，袋固有臭気の物質濃度
(c " :袋排出成分臭 1の物質議度)
r，' ~ki' ，K，I ~袋排出臭に関係した量
C=O (臭袋内に袋排出臭のみ)の場合には式
(6)は
1 <'0= (ヱ r，'k孟， ) . 1n c 
+2.: (r，' K，' ) =ム 9
2.: r，' = 1 





k且 =k，' =k，' ， K，=K，' =K，' (8) 
と看倣すことにすると式 (7)から下式が得られる。
1 (.0と k' 1 n c →K。三ム'
ム:(準用)容器定数 (9) 












。 ム I式(7)~ (9) 
c ム， + 0.30 I 牢 a
2 c ム， +0.4. 事 b
* a 式(6)と式(9)から次の関係 1 = k' 1n 2 c' 
+K' =ム， +k' X2.31og2 が符られるが、
一方、*17の表6によると k 0 x2.3キ1で、従
って 1=ム， +0.3。






京 16 式(4 )のムと同じ量。袋排出臭の物質濃度(c' )も従って臭気強度(I)も低
いものと考えられるが、簡単のために一定と想定しである。尚、前つきの(純正)
は筆者による仮りの呼び名(式(9 )の(準用)についても同じ)
米 17 種々の臭気物質の k，及びK，を掲げると表 6の通りである(物質濃度ppm単位、臭
気臭強度6点スケール)
事問機して 1以下(本 10参照)
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表6 種々の臭気物質のk且及びKi
物 F賞 2.303k目 K 参 照
硫化水素 O. 9 5 4.14 
メチ/レメlレカプタン 1. 25 5. 9 9 
硫化メチル 0.78 4.06 
ー一一一ー一ーーーーー---ー一一一ーーーーー-ー ー-ーーーーーーーーーーー一一一ーーーー ーー一ーーーーーーーーーーーーーーーーーー
1. 02 4.37 
二硫化メチル 1. 05 4.45 ( 1 ) 
O. 9 8 4.50 
ー-ーーーーーーーーー-ー-ーー一一一ー一ーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー一一一一ーーーーーー一ー一ーー
アンモニア 1. 67 2.38 
トリメチルアミン O. 9 0 4.56 
アセトアルデヒド 1. 01 3.84 
スチレン 1.42 3.10 
ーー-ー一一一一一一一一一一 一一ー一一一一一ーーーーー ーーーー申ーーーーーーーーーーーー一ー- ーー-ーーーーーーーーーーーーー『ーーー_. 
プロピオン酸 1. 21 4.35 
n-酪酸 1. 2 8 5.74 (2) 
iー酪酸 1. 3 4 5.88 (1) 
n一吉草酸 1. 5 4 7.18 (2) 
1一古車酸 1. 00 5.50 
平均 1.1 60 4.669 
( 1) :悪臭と官能試験、悪臭公害研究会(昭和55，3)、p. 153~155 
(2) :筆者による算定(阿部隆夫:悪臭防止法施行令等の改正について、臭気研究，













I=L: (riki+r;' ki') -ln (C/n 
+c') +L: (riKi+r;' K;')， 
L: (r;+r;') =1 
キk0 1 n (C / n + c' ) + KO (10) 
を書き下すことができ、特に袋が無臭 (c' = 0 
)の場合には
Ic:'.o=L: (ri k.)・ln(C/n)+L:r、K‘'




1 c~ロキ k O 1n (C/n) +K。
従って
1 c:'.o=ム五千kO ln(C/n) +Ko (11) 
以上は c'= 0の場合であるが、 c' ""'C/nの
場合には式(10)と(11)により次の関係
1 c~ CInキ kO 1n (2C/n) +Ko 
=kO 1n (C/n) +Ko +ko 1n2 
キム+O. 30 
が成立するので書き改めると






1 c:'~ </0)より O.3程度低い値が得られることを表
わしている。同様にして c' ""C/2 n或は巴'""
2C/nなどの場合に対し、それぞれ、次の関係
ムキI白 C/2n ← O.1. 
においの強度と濃度の聞の相関に関する考察 41 
ムキ 1(~ 2 C/3nーO.22 
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